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連合自治会長

福 井 鰺五領コミュニティセンター

2 連合自治会10年の歩み

3 フォト構成・連合自治会の活動

4 座談会「′由ヽのふれあにヽで
｀
あすの五領、を築こう」

5 各単位自治会 と地域紹介

一 ――-6-五領だヽ史

7 連合白治会規約

8 連合自治会役員

五領地区連合自治会が結成されてより、

ここに満10年 の佳節を迎えることとなりま

したc会員ιブリ皆々様 と喜びを一つ と致 しま

すとともに、今日まで、本会発展にご尽力

賜 りました歴代の役員υ
~♪

方々に心よりお礼

摯し上げ
｀
ます。

昭和59年 3月 、本会の発足総会がもたれ

ましたが、その際の課題はなんとしヽっても、

その拠点 となるコミュニティセンターの建

設 と、念願叶って建設なった消防署五領出

張所に救急車を配備することでした。

こうした課題は、行政のご協力を得るな

かで、比較的早 く成就することとなりまし

た。その後 も、新たな課題の生ずる度に、

役員 と協議 し対策に取 り組んできました。

当初、さしたる行事 もありませんでした

が、今では、文化展、社会見学、映画大会

健康事業等、定着 した事業 も数多 くなって

しヽます。こうした事業を継続するとともに一―――

時代のユーズにあった事業にも今後 とも取

り組んでましヽります。

どうか、これまで以上のご厚情を本会に

賜 りますことを心よりお願い申し上げ感謝

とお礼のご挨拶 といたします。誠にありが

とうございました。
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1 結成10周 年に寄‐]ビ て

連合自治会長

高槻市長

市民会議議長

福井

江村

奥村

1夕,

利雄

光雄
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糀成 10周年 lこ薇颯閻

五領地区連合自治会が、めでたく結成10

り司年を迎 え lbれ ましたことを心か 曜お祝し`

申し上げます [‐

ゎた くしたちの自治のまち「たかつ き_|

|よ 、数多 くのコミュニテ ィ組織を有 し、会

員の皆様のご努力によりまして、大 きく発

展ぃたしてまにヽ :,ま した。お陰を持ちまし

て、昨年は市制施行50周 年を迎えることが

出来ました:

当地区におかれましては、社会見学会や

ゲー トボール大会等の多彩な行事を通 じ、

コ ミュニテ ィの形成に取 り組んでにヽただい

てお ります.

十周年を迎えられ、 ますます時代の要請

にマ ッチ した活動を展開いただ志、生活文

化の向上に、潤いとやす らぎのまちづ くり

に、情熱を注いでいただきた く存 じますc

地域社会の有機的な連帯によ l'「 生活 。文

化都市」が育 まれ ますことは誠に喜ば しにヽ

ことでございます。

貴連合自治会の今後 ます ますのご発展 と

皆 々様のご11菫 勝をお祈 り申し上げ、10円 年

にあた りお祝いの言葉 とさせてにヽただきま

すこ

高槻市 コミュニテ イ

市民会議議長

奥 藩寸 光 雄

このたび、五領地区連合自治会結成10周

年を選えられるにあた :'、 一言お視いを幸

し上げます。

当地区は、昭和59年 にコ ミュニテ ィ組織

として五領地区連合自治会を結成されて以

来、文化展、映画大会、 グー トボール大会、

防犯パ トロール等、数多くのコミュニテ ィ

活動を積極的に展開され、地域住民の相互

交流を図るとともに地域の諸問題に対処さ

れ、心の通いあ う「住んでよかったまち」

づ く:,に 日夜努力されてこられたこころで

ござい ますり これ もひ とえに歴代役員の

方 (々ょ じめ関係者各位のご尽力の賜物 と深

く敬意を表するもυ〕でございます
=

さて、高槻市コミュニティ市民会議 とい

たしましても、コミュニテ ィ活動の原点に

立ち返 :,、 心 と心を結ぶ人の交流や心のゆ

とりが もでる住みよにヽ地域づ く1,を 目指 し

地域住民の生活の場を基点 としたまちつ く

りに向 |]、 地区コミュニテ ィ活動が活発に

行われ ますよう取 り組んでよいりますので

今後共のご協力をお願に`中し上げます。

終わ りに、五領地区連合白治会のますま

すのご発展 と関係者各位のご健康 とご多幸

をお祈 り申し上げ、ご挨拶 といたしますc

高槻市長

江 落f 利 雄

贖 ′
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第 3回 定期総会 (五領小で)

これまでの行事の定着化 と、63年
春、五領公民館完成に伴 う記念行
事開催の決定

夜問巡視
4班 に分かれて実施、指摘を踏 ま
え、市に環境改善を要望

盆踊 り大会を協賛
東上牧阪急住宅、上牧、萩之庄団
地、淀の原の各自治会で実施

夏休み親子映画大会 (五領小で)

映画「子猫物語」他 680人参加
工場見学

ニチレイは)高槻工場に希望者60人
が参加

1日 健康体験の集いに参加
社会見学

宇治方面の高福寺、平等院、天ケ
瀬ダムヘ

親善ゲー
|ヽ ボール大会

五領公民館完工祝賀会 (3/30完工
式)

第 4固定期総会 (五領公民館で)

夜間巡視

盆踊 り大会を協賛
上牧、萩之庄団地、淀の原、五領
府住の各自治会で実施

夏休み親子映画大会 (五領小で)

映画「 となりの トトロ」他
工場見学

サントリー桂工場に64名

社会見学

信楽方面。信楽焼、永源寺へ

3//4

9//23

連合自治会発足総会 (五領小で)

①五領コミュニティセンターの建
設②五領消防出張所に救急車の配
備 な どの活動方針 を採択

市幹部 と懇談

市民活動部長、消防長 らと、コミュ
ニティセンターの建設、救急車の
配備で意見交換

6/16

二1/′

]1′

12/'13

5/

8//

10/

第 1回定期総会 (五領小で)

高槻市コミュニティ市民会議加入
を決定

ダー トボール場開設
関西電力変電所地に二面、模範試
合 も行 う

盆踊 りを協賛
連合白治会 として提灯 も作製

救急車が五領出張所に配備
実行組合 と合同でビデォ贈呈

桧尾川の抜本改修を市、府に要望
先進都市視察に参加 (以後毎年 ,

家庭防火研修 (農協五領支店で)

第 2回定期総会 (五領小で)

五領コミュニティセンターの建設
実現運動等の活動方針を決定

夜間巡視

夏体みに入 り青少年健全育成の観
点から実施

初の夏休み映画大会 (五領小で)

映画「新・喜 び も悲 しみ も幾歳
月」劇画「ス~パーマリオ」

盆踊 り大会を協賛

東上牧阪急住宅、上牧、萩之庄団
地、淀の原の各自治会で実施

雨水対策で市に要望
東上牧阪急住宅、淀の原 自治会の
署名簿を添え王子排水機場の能力
アップ等の対策を市に要望

社会見学

須磨方面・離宮、水族園等を見学

5/23

7//25

8//29

9/19

10/′

11/28

12//8

8/

4/2

[′′/´ 11

7 //18

8//

、́//27

10′ /・ 6

11/´ 19

2/17

3//26
5/13
8/

不法屋外広告物撤去
駅前 と住宅街 (淀の原)で 実施

第 1回 ダー トボール大会
第 5固 定期総会 (五領公民館で)

盆踊 り大会を協賛
上牧、淀の原 自治会で実施

4

0′ /`=

テ/ 26

8′/27

9/11

‐8/

11//

1989(平成元)年



2ァ′/15

3/■ 3

1.21

1. 1,

7.・
′128

五領公民館 に行政サー ビスコーナー

が設置

第 2旧 ゲー トボール大会

8チーム65人 が参加

講演会

テーマ「交通安全について」

第 6目 定理総会
`五

領公民館で)

防犯五領支部総会

夏体み親子映画大会
`五

領小で|

映画「ゴジラ&ビ オランテ」

防犯パ
lヽ
ロール

盆踊 り大会、夏祭を協賛

淀の原、神内 1、 五領府住で

施設見学会

小寺池図書館、森林観光センター

等、市の施設を見学

初の健康講座 (五領公民館で)

5回連続、各50人 が参加

社会見学

秋篠寺、東大寺二月堂へ141人

歳末夜警の実施

以後、毎年同じ日に

′//23

8´/ 21

10//18

11/25

夏休み親子映画大会 (五領小で)

映画「センセイ」他

工場見学

明治製菓欄大阪工場へ希望者42人

が参加

社会見学

奈良・室生寺、三重・伊賀上野城、

芭蕉記念館等、146人 参加

初の文化lit r五領公民館で ,

絵画、彫刻、写真、切り絵、生け

花など多彩

第 3回 ゲー トボール大会

第 7回 定期総会 |五領公民館で
'防犯五領支部総会

夏休み親子映画大会 |五領小で
'

映画「ぼくらの七 |]問 戦争」

防犯パ
lヽ
ロール

盆踊 り大会、夏祭を協賛

i定 の原、五領府住、エンゼルノヽイ

ムなど、市長も参加

]|;L設 見学会

小寺池図書館、森林観光センタ~
等、市の施設´ヽ27人 が参加

I:場 見学
ニチレイ1伸 に各40人

初の健康講座1(五領公民館で,

5i可 連続、各50人 が参加

社会見学

湖東三山に150人 が参加

3/~21

22

5//17

8/

8 7/29

9//19

第 2回 文化展 |五領公民館で ,

書、俳句、写真、子工芸な ど

第 8固 定期総会 (五 11頁 公民館で ,

防犯五領支部総会

需踊 り大会、夏祭 を協賛

淀の原、梶原、五領府住、エ ンゼ

ルハ イムで

夏体み親子映画大会 (五領小で|

映II「奇跡●,山 」他

防犯パ
lヽ
ロール

エ場見学

サントリー山崎工場へ55人

健康講座 (五領公民館で)

5回連続、各50人 が参加

社会見学

福井 。大飯発電所、水上勉の若州

一滴文庫等、99人 が参加

第 4回 ゲー トボール大会

2../20

3/20
21

5′′′
′
16

8/

8//1

10/′ 16

21;

12//5

地域環境美化運動
`上

牧駅周辺ヽ

第 3日 文化展 (五領公民館で ,

書、俳句、写真、手上芸 な ど、市

長 も鑑賞

帯 9回 定期総会 (五領公民館で )

防犯五領支部総会

需踊 り大会、夏祭を協賛

淀の原、梶原、五領府住、エ ンゼ

ルハ イムで

夏休み親子映画大会 (五領小で ,

映画「紅の豚」他

防犯バ
lヽ
ロール

エ場 見学
ニチレイ中 に各40人

第 5回 ゲー トボール大会

1′′/14 社会見学

大阪 ガス (ガ ス科学館、生活誕生

館)へ 80人 が参加

5

10//23

12/1

12/29
30

3/31
5/´ 18

7./′ 27

87/

1990(平成 2)年

10/′ 12

19

10″
/15

1也

11/30

1992(平成 4)年

11/′
′
22

1993(平成 5)年

19餌 (平成 6)年

9/19



二 餃晰瞼斃鰺不琥馘瞑颯

運舎趾治会では、毎年、文ィと漏m、 璽ミュ

ニティ満m、 鐘簾事業、防犯溝m、 実ィ&漏

動をと
｀
、数多くの考ラ事 :こ な醇ジ組んでし亀ます。

その主なるのを写真橋成 し致した。

▲夏の行事として、各自治会の盆踊 りや夏祭
に協賛。映画大会も大きな行事の一つだ

▲陳情活動 (雨水対策を市に要望する)

′       ́ ―

m黎流 を、.|

祗貶fl眩絋蜆=

量社会見学や工場見学

く
く
ら
わ
ん
か
花
火
大
会
　
対
岸
の
枚
方
市
の
主
催

す
る
行
事
だ
が
、
観
賞
者
が
増
え
、
警
備
体
制
な

ど

一
体
の
取
組
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た

▲定例役員会 (こ こで事業の方針を決定)
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文
化
展
　
五
領
公
民
館
等
を
使

っ
て
の

文
化
活
動
も
年
々
活
発
に
な
り
、
そ
の

発
表
の
場
で
も
あ
る
文
化
展
は
充
実
し

た
内
容
の
文
化
行
事
と
し
て
定
着
し
て

い
る

31ク 011`:D■ ～■,=r
3,2● ,袴 :■ ,、 キ[:

|‐・■
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ふ美化瀧 ‡ (上牧駅周通を中心、に)

※その他、文化講演会や家庭防火研修、

青少年健全育成協議会の活動助成等

を行っています。 量防犯 青少年健全育成の視点で、夏休みの
パ

]ヽ
ロール と歳末夜警に取 り組んでいる
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満10年 を選えた連合 自治会一。その歩

みには、それな。りの労苦があつたに違も`な

もヽ。代表の役員にお集まり願い、率直な感

想とこれからの展望につし`て議つてもらもヽ

ました。

橿井 結成10周 年、誠にご苦労さまでし

たЭ特に、初代会長の中月:顧間には感慨深

tヽ ものが寿る l思 ヽ`ますci

申員I E荏和59年 3月 に連合自治会が発足

し、不肖私が会長を務めることとなりまし

たこ市の方でもコミュニティ市民会議が結

成され、 まとよった動静が開始されようと

していました。

高須賀 タイミング としては非常 に良

かった。古 くからの地域はもちろん、新住

宅地域にも自治会が結成され活動を行って

いましたが、校区なりの単位での取組の必

要性 もでてきていました。

販薗 それに、五領の地域は、桧尾サ||を

境 としたまとまった地域で、市の計画でも

一つの生活圏に位置づけています.

画本]当 然、連合自治会が出来たのだか

ら、活動目標をはっきりしようということ

になり、 とりあえずは、拠点 となるコミュ

ニティセンターの建設 と、消防出張所に救

急車の配備を要望 していくことになった。

石纏 コミュニテ ィセンターは、公民館

のなかに設置することになったが、建設地

を確保するのが大変だった。

幸jl: そんな時、五領府営住宅の建て替

えが決まり、土地の一角を地元に提供して

も良いということになったこ

福井 話がまとまるまで、大変な苦労が

あったと聞いています。

西対 そんな苦労は案外知 られていませ

ん c‐ 出来上がってしまうとそれが当然のよ

うになってしまう。

喜須賀 公民館は昭和63年 の 3月 に完成

連合自治会が結成され 5年 を待たずに完成

したことにな ります。

西舜 ―一つにまとまって行動すると、結

果 も早い。連合自治会になってないとこう

はいかなかったかもしれない
=

石穐 救急車の場合はもっと早 く、連合

自治会ができた翌年には配備された
=

福姦 結成の翌年 とはいえ、デー lヽ ボー

ル場 もできたし、桧尾川の抜本改修を府・

市に要望 したり、盆踊 りを協賛 し、提灯を

作ったり、基盤作 りに懸命でした。

鼈
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(なから西村、販回、福丼、申∫||、 高須賀、石橋の各氏 )

中り‡1 石の上にも3年 というが結成 3年

間で、現在の連合自治会の活動の骨格はで

きあがった。

画村 映画大会、夜間巡視、社会見学 と、

活動の輪をずしヽぶん広げました。それに、

青健協の立て直しゃ、防犯、日赤の組織の

再構築などにも取 り組みました。

高須賀 その後、市の健康都市宣言を踏

まえるなかで、本会にも健康推進プーダー

が誕生 し、健康事業が活発に行われるよう

になりました。

も、回を重ねるごとに盛況で、参加者 も待

ち望んでいます。

石橋  どの行事 も定着 しているのがすば

らしいですね。ただ、できるだけ多 くの方

がこうした行事の企画、運営に参画 してい

くことが今後、更に求められるのではない

でしょフか。

福井 さてこれからの展望ですが、lo年

を経て出来てきた伝統の上に立っての発展

を図るとともに、地域の課題の解決に積極

的に取 り組みたい。

中り|| これまでも、道路冠水の際の雨水

対策のため、前島や玉子排水機場の機能の

アップ等に取 り組んできました。

阪回 今後の最大課題は第二名神です。

五領地区は、古 くより交通の要衝地です。

それだけ交通公害の可能性 も高い。現名神

の梶原 トンネル辺 りの被書が とりぎたされ

ており、第二名神は更に心配です。

西村 幸い実行組合 と一体になった対策

委員会 も発足 した。地元の環境悪化は看過

してはならない。

石橋 十三 。高槻線や第三京阪の問題 も

あり、連合自治会のこれからの有 り様 も考

えていかねばならない。

高須賀 また、調整区域の見直しによっ

て今回、市街化区域 となった地域の水洗化

も関心がある。幹線のための測量には入っ

ているようですが。

福井 上牧駅前の整備 もこれからの課題

腰  間

会 長

副会長

同

同

幹 事

中力1 宗―

福井  修

高須賀嘉章

阪口 泰次

西村保三郎

石橋  護

~~~~~阪
圏 ~他に、グ=~ト ボこル大会や文化展

~~~~Jし
てぁ

~グ

訂丁丁
~連「

合]自

~源
会べの皆様の協

~~~~~

が大きな行事としてあげられます。いずれ  力を今後も宜しくお願しヽします。
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班 会 員 数

L牧田丁白,台 会

東上牧阪急住宅白治会

淀υヽ原町白治会

上牧南駅前町自治会

神内 1丁 目自治会

神内 2丁 目自治会

上牧荘園自治会

梶原自治会

梶原東 :il端 白治会

梶原 3丁 目自治会

梶原 5、 6~]目 自治会

五領住宅自治会

井尻自治会

歌之庄自治会

楓自治会

桧尾り|1自 治会

道鵜町自治会

エンゼルハイム高親自治会

新道鵜田丁自治会

前島白治会

上牧 1、 2、 3丁 目、上牧南駅前町

頭上牧 2、 3丁 目

淀の原町

上牧南駅前町

神内 1丁 目

ネ中1内 2司
~目

上牧北駅前町

梶原 1、 2~「 日

梶原 2丁 目

梶原 3「 目

梶原 5、 6丁 目

五領町

井尻 1丁 目

萩之庄 l、  2、 3、  4、 5~「 目

萩之庄 2丁 目

萩之庄 1丁 目

道鵜町 1、  2、  3、 4、 5、 6丁 目

道鵜町 5丁 目

道鵜日丁4丁 目

前島 1、 2、 3、 4、 5丁 目

21

65

62

1

２

　

３

　

４

　

７

　

０

　

１

　

９

　

５

　

１

　

１

　

８

　

３

　

１

　

５

　

４

　

１

　

７

2

1

五領地区連合自治会の加入自治会は20あ ります.

その名称 と実態 (よ 次の通 り
=

〈五領の世帯数及び人口〉
平成 5年 12月 現在

く五領の生徒・児童・園児数〉
平成 6年 2月 1日 現在

,

7

13

■

90

35

50

25

52

45

65

33

8

83

50

75

17

89

38

16

76

04

14

67

■

D

世帯数

男

女

人

口

合計

五領中学校

上牧小学校五領小学校

4才4才

5才Э イ

上牧幼稚園五領幼稚園

- 1()一

驀`颯鋏脩卜軋霙心鑽漑は■

6598

7017

13615

ビ
=  t_と

、 ンどヽ .  .く′
日 (口 7ヽ イコ 所 属 町 名

436

445 378

33 35

42 43



古代 より、 この地で、人の営みがあった。
弥生式時代 (BC300頃 )の もの として萩之庄

遺跡 があ り、古墳時代 では (AD300頃 )、 梶原
遺跡、梶原古墳、上牧遺跡、萩之庄古墳 が発見
されている。

奈良時代の記録では、梶原寺に関するものと
して、天平勝宝 9年 (712)東大寺大仏殿建立
に際 し、瓦6000枚の寄進 。「類衆国史」に梶原
寺に、僧寺 と尼寺があった、 とぁる。

平安時代の記録では、「土佐日記」に鵜殿宿
泊 とある。元徳元年 (957)に 一乗寺創建。治歴
二年 (1065)滝 口季秀が、前島、井内 (井尻)の

二島拓 く。

: 骰颯痣瞼
に淀川洪水の記録がある。
治水 も熱心で、亨保 4年 に五領組悪水井路

付け替え、亨保 19年 に五領組鯰尾堤 (悪水分
離の水利施設)築 く。寛保 2年 に五領組淀川
治水願い、寛政10年 に五領組新井路開削、天
保14年 に上牧・神内他水利施設、元治元年に
上牧関門が設置されている。

明治、大正、昭和の主な記録は

鎌倉時代の記録は少ないが、梶原遺跡に宋銭
(政和通宝)が出、村落の形成が何える。

室町時代の記録では、文和 4年 (1355)神 内山
で南北朝が戦 t｀ 、荘園、村落に大被害。朝廷が
淀川の州 (上牧等)に 牧場をつ くり、軍馬、用
役の為の牛を育てた。鵜殿に関所があり日記 も
残っている。応仁の乱で芥川、入江氏が神内山
に陣。文明 3年 (1471)の 本澄寺に続 き、文明年
間に本立院、永正 2年 に真如院、大永 5年に円
正寺、享禄元年に妙浄寺、元亀元年に永福寺が
それぞれ創建 している。

安土桃山時代の記録では、寺社創建 として天
正元年に書提寺、天正 4年 に田中寺、慶長 7年
'I安穏寺。天正 6年 (1578)信長が上牧郷に禁制
」ι暴狼藉、放火、竹木伐採)を 出す。

江戸時代の記録によると、すでに「五領」の
名があった。 (「上牧村、神内村、萩庄村、鵜
殿村、井尻村、梶原村、此六ケ村五領之郷」)

この時代に、鳥丸家、幕府、高槻藩永井氏、
加納藩永井氏、旗本鈴木氏の領地であり、五つ~~~~の

領地から「五領」 と言 う通説 もあるc

領地の変遷では、上牧村の幕府領は永井氏領、
下野烏山藩領、播磨赤穂藩領、信濃飯山藩領、
武蔵岩槻藩領、美濃加納藩領にとc

寺社の建立では、明暦 3年 に成就寺、寛文 7
年に西教寺、寛保 2年 に源覚寺が創建。

地形上、淀川の影響を大 きく受けてきた。特
に、河川の増水の度に洪水に見舞われた。天文
5年、寛延元年、宝暦 6年、天明 8年 に、桧尾
川決壊洪水、亨和 2年 に淀川大洪水、慶応 2年

元年 (1868)

4年 (1871)

6年 (1873)

8年 (1875)

20年 (1887)

22年 (1889)

26年 (1893)

29年 (1896)

33年 (1900)

38年 (1905)

40年 (1907)

41年 (1908)

43年 (1910)

淀川洪水 (3年、 5年、 9年、
18年、22年 にも)

島上郡設置
島上郡第 1区一番小学校 (現五
領小)が一乗寺に創立
前島村堤防工事に着手
村立梶原尋常小学校 と改称
五領組他が参加 し、見天 。駒頭
組合 (治水組合)成立
五領村が成立 (神 内、井尻、萩
之庄、梶原、上牧、鵜殿、前島
の各村が合併)

五領村他が参加 し、神安普通水
利組合

島下郡 と統合され三島郡に
五領村今戸樋普通水利組合成立
土井村普通水利組合
五領村他悪水で浸水
前島中州で爆弾処理工事が大爆
発、死者73人

五領尋常高等小学校 と改称
淀川改良工事が竣工、抜本的治
水工事始まる

5年 (1916)

6年 (1917)

8年 (1919)

11年 (1922)

12年 (1923)

鵜殿今戸樋排水ポンプ設置
淀川洪水
上牧王子樋排水ポンプ設置
王子普通水利組合成立
小作争議 (上牧、道斉)

小作争議 (五領村 )

19年 (1933)

20年 (1945)

25年 (1950)

28年 (1953)

29年 (1954)

42年 (1967)

43年 (1968)~

47年 (1972)

49年 (1974)

56年 (1981)

57年 (1982)

58年 (1983)

阪急上牧駅開設
上牧空襲
五領村、高槻市に合併
13号台風で桧尾川決壊、大浸水
五領小学校、現在地に移転
淀の原住宅建設始 まる
東上牧住宅建設始 まる 

‐

上牧小学校開校
五領中学校開校
金光第一高等学校開校
浪商高等学校高槻学舎開校
消防署五領出張所設置

11

明

,台

目く,

代

大

正

時

代

昭

和

時

代



連含自治会規約

(名 称及び事務所)

第 1条  この会は、五領地区連合自治会 (以下本

会 と言 う)と 称 し事務所を高槻市五領公民

館内に置 く

(会  員 )

第 2条 本会は五領地区の単位自治会で構成する

(目   的)

第 3条 本会の会員は単位自治会相互の親睦を図

り連絡を密にし五領地区全体の繁栄に努め、

明るい住みよい町づくりをすることをもっ

て目的 とする

(役   員)

第 4条  本会に次の役員を置 く。会長 1名、副会

長 3名 、幹事 1集 、会計 1名、理事若千名、

会計監査 2名、顧問若干名

(役 員の任期 )

第 5条 本会の役員の任期は 1年 とする。但 し再

選は妨げない

(役員の選出)

第 6条 本会の役員の選出は単位自治会又は自治

会経験者の中から役員会に於て推薦 し定期

総会において選出する

(役員の任務)

第7条 0会長は本会を代表し会務を総括する

②副会長は会長を補佐し、会長事故ある

時はその職務を代行する

0幹事は会の運営全般を担当し、諸事項

を記録保管する

C)会計は本会の収支について会計事務を

行い結果を総会に報告する

0顧間、理事は本会が円滑に運営できる

よう協力する

0会計監査は本会の会計事務を監査 し、

その結果を総会で報告する

(会  計)

第 8条 本会の会計年度を毎年 5月 1日 より翌年

4月 30日 とする

(会  費)

第 9条  本会の会費は一世帯当た り150円 とし毎

年 4月 末日迄に徴収する

(総  会)

第10条 0本会の定期総会は毎年 5月 に開催し、

事業、会計等の報告を行い、翌年度の役員

の選出、予算、事業計画等、審議を行う

②総会の決議は出席代議員の過半数 (委

任状を含む)に より成立するG代議員数等

の割 り振 りは役員会にてこれを決める.3議

決は出席代議員の 2分の 1と する。 1司 数の

場合、議長が決する。

(役 員 会 )

第11条 本会の役員会は本会運営上必要に応 じ会

長がこれを招集する

(そ  の 他)

第12条 本会の運営上規約等 に明記 されない事項

についですべて役員会の決議で これを決め

る

(本規約は昭和59年 2月 11日 に成立、同年

4月 1日 より施行、昭和63年 5月 14日 一部

改正 し施行)

連含自治会役員

鯰顧  間

鯰会  長

鯰冨1会 長

瘍幹  事

鯰会  計

鯰会計監査

鯰理  事

ネ冨り11    1参

高須賀嘉章

西村保三郎

石橋  護

山下  寛

田中 宣明

本村 律言]

杉野 久次

山回 一雄

一の瀬堂伎

杉本 千E夫

高橋  登

津圏 明次

阪口 泰次

吉田  薫

祖父江康夫

寺之下一男

吉田 啓一

正野  勇

大東 勝行

本村 一美

中 フJヽ
~

I:年 .,歩 み 1,記 念誌 としてま とめ ました

短 (1あ また よくここまで と′,感 力■ :た す

桂篭111:を 境 とした地域的 ま とま うも二 る・ )で

しょぅが、 rヒ 較 持 :舌 発な活動か晨 1:き プlて き

たょ うti tt Lヽ ます=振
;,返 つ́て、一つ・ テ毬 1哉

体 1'維 持す 1ヽ3三 t,,入 変 さを感 じますが、 1せ手

としヽ う節 星を迎 えた以上、 これか らも、良 き

伝統 をふ まえなが らまた、キ
'iだ

な墨発を して

いっ▼2は な :〕 ませた=そ ′1)ス ター iヽ の意
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設会」 を'入 11ろ な ど二

来へ●り民望にもt・ 配 りをも`た しました
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発行日/平成 6年 3月 20日

発 行/五領地区連合自治会

編 集/10周年記念誌編集委員会


